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問生活安全課交通防犯対策係　☎0833-72-1400

LED化に向けた防犯灯調査にご協力ください
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市
で
は
、「
安
全
・
安
心
」
や
「
自

然
敬
愛
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
市
内
に
あ
る
全
て
の
防

犯
灯
に
つ
い
て
、
今
年
度
中
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
、
市
の
委
託

業
者
に
よ
り
、
防
犯
灯
の
設
置
状

況
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

防
犯
灯
は
、
私
有
地
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
た
際

に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

□
調
査
期
間　

10
月
31
日
ま
で

□
調
査
対
象　

市
全
域
の
防
犯
灯

□
調
査
内
容
（
主
な
も
の
）

▪
設
置
状
況
（
所
在
地
、設
置
高
、

電
柱
／
ポ
ー
ル
柱
の
区
別
、
引
込

柱
の
電
柱
番
号
な
ど
）

▪
照
明
器
具
の
種
別
と
消
費
電
力

▪
照
明
器
具
な
ど
の
撮
影（
遠
景
、

近
景
、
電
柱
番
号
な
ど
）

※
委
託
業
者
の
調
査
員
は
、
身
分

証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

調
査
方
法

□設置灯数（市内全域）
　約 5,000 灯
□ LED化された防犯灯数
　約 600 灯
□ LED化する防犯灯数
　約 4,400 灯

✿市内の防犯灯の現状

※ LED の取り換え工事は、調査終了後に行う
予定です。詳しくは、広報「ひかり」などでお
知らせします。

　ガス灯、白熱灯、蛍光
灯に続く第4世代のあか
りと言われ、現在は家庭
用の照明器具をはじめ、
防犯灯や街路灯などへの
活用も進んでいます。

LED 化が進んでいます !

□ LEDの主な特徴
▪経済的で環境に優しい
　消費電力が少ないため、蛍光灯と同等以上
の明るさを保ちつつ、消費電力を 60％程度
削減でき、電気料金や二酸化炭素の排出量の
削減に効果があります。

▪長寿命化
　LED の寿命は、一般的に 6万時間（従来
の蛍光灯の約 7倍）と言われており、維持
管理の負担が軽減されます。

▲防犯灯（LED）
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台
風
が
近
づ
い
た
ら
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
や
、

市
の
情
報
（
市

や
広
報
車
、
防

災
行
政
無
線
に
よ
る
お
知
ら
せ
）

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

✿
防
災
広
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

防
災
行
政
無
線
な
ど
の
内
容
が

聞
き
取
り
に
く
い
場
合
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
１
０

✿
光
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス　

　

警
報
な
ど
の
気
象
情
報
、
避
難

情
報
、
防
災
行
政
無
線
の
緊
急
通

報
内
容
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
が
も
た
ら
す
暴
風
や
大
雨

に
よ
る
災
害
が
心
配
さ
れ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
９
月
は
、
台
風
が
日
本
付

近
を
通
過
す
る
こ
と
が
多
く
な
る

た
め
、
風
雨
や
高
潮
に
よ
る
災
害

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

台
風
の
接
近
に
備
え
て
、
家
の

周
囲
の
点
検
や
非
常
時
に
お
け
る

持
ち
出
し
品
の
準
備
、
家
族
と
の

連
絡
方
法
な
ど
を
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

早
期
に
自
主
避
難
す
る
場
合

は
、
左
表
の
自
主
避
難
所
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

自
主
避
難
の
場
合
、
場
所
の
み
の

提
供
と
な
り
ま
す
の
で
、
食
糧
な
ど

の
必
要
品
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
開
設
準
備
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
自
主
避
難
の
前
に
防
災
危
機

管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問防災危機管理課　☎0833-72-1400  
http://www.city.hikari.lg.jp/

台風災害に備えましょう

メール配信サービス
登録方法

携帯電話の場合、
右記の QR コード
からアドレスを読
み取れます。

登録用アドレス
hikari@xpressmail.jp

下記のアドレスに空メールを送ると、
登録手続きができます。

▪懐中電灯や携帯ラジオ、土のうなどを用意する
▪植木鉢など飛ばされやすい物は屋内に片付ける
▪瓦や看板などの落下や倒壊の危険がないかチェックする
▪風に備え雨戸を閉めるか、窓にガムテープを貼っておく
▪雨に備え排水溝や雨どいなど、水の流れ道を掃除する
▪非常持ち出し品（3日分程度の食糧や薬など）の準備をする
▪家族との連絡方法を確認する
▪避難の際は、単独行動を避け、複数で行動する

台風に備えましょう

自
主
避
難
所
に
つ
い
て

情
報
を
集
め
ま
し
ょ
う

防
災
行
政
無
線
の

緊
急
通
報
に
つ
い
て

　

緊
急
時
や
災
害
時
な
ど
で
命
に

か
か
わ
る
情
報
は
、
24
時
間
い
つ

で
も
緊
急
通
報
を
行
い
ま
す
。

□緊急通報の放送例
伝達する情報

避難勧告・指示

緊急地震速報

大津波警報

弾道ミサイル情報

建物火災

サイレン15秒吹鳴＋音声

専用の報知音＋音声

サイレン3秒吹鳴2秒休止
（3回繰り返し）＋音声

サイレン5秒吹鳴6秒休止
（3回繰り返し）

音声放送例
○○地区に避難勧告を発令します。○○小学校体育館に
避難してください。

大地震です。

大津波警報が発表されました。海岸付近の方は高台に避
難してください。

ミサイル発射情報。○○からミサイルが発射されました。
屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください。

音声内容例

音声放送なし

専用のサイレン音＋音声

♪

♪

※♪のサイレン音は市 で試聴できます。

＊…出張所の電話番号

※
三
井
地
区
に
つ
い
て
は
、
災
害

の
状
況
に
よ
り
三
井
小
学
校
を
開

設
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

地区 自主避難所 電話番号
周防コミュニティセンター
三島コミュニティセンター
農村婦人の家
地域づくり支援センター
浅江コミュニティセンター
あいぱーく光

室積コミュニティセンター
牛島コミュニティセンター

光井コミュニティセンター

大和コミュニティセンター

0833-77-2022 ＊
0833-77-0411 ＊
0833-77-4301
0833-72-8880
0833-72-1431 ＊
0833-74-3000

0833-78-0013 ＊
0833-79-3198 ＊

0833-72-1446

0820-48-2411

周防
三井
上島田
島田
浅江

室積
牛島

光井

大和全域

※
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祝
日
の
可
燃
ご
み
収
集

　

9
月
19
日
㈷
に
室
積
、
光
井
、

島
田
地
区
（
月
・
木
コ
ー
ス
）
の

可
燃
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
。
決

め
ら
れ
た
時
間
ま
で
に
指
定
袋
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
事
業
課

　

証
明
書
自
動
交
付
機
を　

　
　
　
　

一
時
休
止
し
ま
す

　

電
気
工
事
に
伴
う
停
電
の
た

め
、
大
和
支
所
の
証
明
書
自
動
交

付
機
を
一
時
休
止
し
ま
す
。

●
休
止
日
時　

10
月
1
日
㈯　

7

時
30
分
〜
13
時

問
市
民
課
戸
籍
住
民
係

　

新
し
い
保
険
証
を

　
　
　
　
　

 

お
届
け
し
ま
す

　

現
在
お
渡
し
し
て
い
る
光
市
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）
の
有
効
期
限
は
、
9
月
30
日

㈮
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
9
月
22
日

㈷
ま
で
に
簡
易
書
留
郵
便
で
、
世

帯
主
宛
て
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
付
相
談
な
ど
が
必
要

な
人
（
ハ
ガ
キ
で
個
別
に
通
知
）

の
保
険
証
の
更
新
は
、
市
役
所
収

納
対
策
課
で
行
い
ま
す
。

●
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら

　

保
険
証
の
記
載
内
容
（
氏
名
、

生
年
月
日
、
世
帯
主
氏
名
、
住
所

な
ど
）
に
誤
り
が
な
い
か
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
旧
保
険
証
は
、
各
自
で
確
実
に

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

●
配
達
時
に
不
在
の
場
合

　

9
月
22
日
㈷
ま
で
に
不
在
連
絡

票
が
入
り
ま
す
。
再
配
達
を
希
望

す
る
場
合
は
、
9
月
29
日
㈭
ま
で

に
不
在
連
絡
票
の
内
容
に
沿
っ
て

手
続
き
を
す
る
か
、
不
在
連
絡
票

に
記
載
さ
れ
た
郵
便
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
9
月
29
日
㈭
ま
で
に
保
険
証
を

受
け
取
れ
な
か
っ
た
場
合

　

9
月
30
日
㈮
11
時
か
ら
、
左
記

の
場
所
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
受
け
取
り
場
所

　

市
役
所
市
民
課
国
民
健
康
保
険

係
（
旧
大
和
町
地
域
に
お
住
ま
い

の
人
は
大
和
支
所
）

○
受
け
取
り
に
必
要
な
も
の　

　

旧
保
険
証
、
印
か
ん

※
旧
保
険
証
が
な
い
場
合
は
、
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
な
ど
）

問
市
民
課
国
民
健
康
保
険
係

　

ヨ
ツ
モ
ン
カ
メ
ノ
コ

　
　
　
　
　

 

ハ
ム
シ
の
防
除

　

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
葉
を
食
害

す
る
ヨ
ツ
モ
ン
カ
メ
ノ
コ
ハ
ム
シ

が
、
県
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

●
被
害
の
特
徴　

サ
ツ
マ
イ
モ
、

ノ
ア
サ
ガ
オ
な
ど
の
葉
を
食
害
し

ま
す
。
地
中
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
食

し
ま
せ
ん
。

●
防
除
方
法　

虫
を
見
つ
け
次
第

潰
す
な
ど
捕
殺
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
防
除
方
法
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
耕
地
課
農
政
係

問
里
の
厨
（
片
川　

農
産
物
生
産

技
術
指
導
員
）

☎
０
８
2
０
‐
４
９
‐
0
８
3
１

 

9
月
の
納
期

※
市
税
等
の
納
付
は

　

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　

次
の
税
、
保
険
料
の
納
期

限
は
9
月
30
日
㈮
で
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
税　

4
期

問
収
納
対
策
課

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
期

問
市
民
課
年
金
・

　
　
　
　

高
齢
者
医
療
係

◎
介
護
保
険
料　

　
　

4
期

問
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

　
　
　
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
０
３

　

新
入
学
児
童
へ

　
　
　

ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
呈

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
子
さ
ん
に

ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
要
件　

母
子
・
父
子
と
も
に
市

内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
29
年
４

月
に
市
内
の
小
学
校
に
入
学
予
定

で
あ
る
こ
と
。

※
ラ
ン
ド
セ
ル
の
贈
呈
は
平
成
29

年
３
月
上
旬
で
す
。

●
申
込
方
法　

希
望
す
る
保
護
者

は
印
か
ん
を
持
参
の
上
、
10
月
7

日
㈮
ま
で
に
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
家
庭
課
子
ど
も
相
談

係
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
０
６

▲幼虫（紡錘型 7.5 ～ 9㎜）

▲成虫（楕円形 7.5 ～ 9㎜）
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市
臨
時
職
員
（
保
健
師
）

　

母
子
・
成
人
保
健
に
関
す
る
相

談
や
、
健
診
補
助
な
ど
の
業
務
を

行
う
保
健
師
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

1
人

●
必
要
な
資
格
な
ど　

保
健
師
免

許
、
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限

定
可
）、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
操

作
が
で
き
る
こ
と

●
雇
用
期
間　

10
月
27
日
㈭
〜
平

成
29
年
3
月
31
日
㈮

●
給
与　

日
額
９
０
３
０
円
（
月

額
平
均
18
万
円
程
度
）

※
通
勤
手
当
別
途
支
給

●
選
考
方
法　

書
類
お
よ
び
面
接

審
査
（
10
月
上
旬
実
施
、
日
程
は

後
日
連
絡
）

●
応
募
方
法　

履
歴
書
（
写
真
貼

付
）、
保
健
師
免
許
（
写
し
）
を

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

●
応
募
期
間　

9
月
12
日
㈪
〜
27

日
㈫
（
必
着
）

問
健
康
増
進
課（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
０
７

　

弁
護
士
無
料
法
律
相
談　

●
日
時　

10
月
5
日
㈬　

９
時
〜

12
時
（
１
人
20
分
程
度
）

●
場
所　

市
役
所
3
階
会
議
室

●
定
員　

18
人
（
要
予
約
）

●
申
込
方
法　

9
月
28
日
㈬
８
時

30
分
か
ら
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

問
生
活
安
全
課
市
民
相
談
係

　

東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

　

平
成
29
年
度
訓
練
生

●
課
程　

自
動
車
整
備
科
、
設
備

シ
ス
テ
ム
科
、
も
の
づ
く
り
技
術

科
（
機
械
コ
ー
ス
・
溶
接
コ
ー

ス
）
、
メ
カ
ニ
カ
ル
デ
ザ
イ
ン

科
、
造
園
科

●
募
集
期
間
／
選
考
日

○
11
月
選
考　

募
集
期
間
…
10
月

3
日
㈪
〜
11
月
4
日
㈮
／
選
考
日

…
11
月
18
日
㈮

○
平
成
29
年
2
月
選
考　

募
集
期

間
…
12
月
19
日
㈪
〜
平
成
29
年
1

月
27
日
㈮
／
選
考
日
…
平
成
29
年

2
月
10
日
㈮

※
定
員
、
応
募
資
格
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

☎
０
８
３
４
‐
２
８
‐
２
２
３
３

　

自
衛
官

　

防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学

校
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
一
次
試
験
日

○
防
衛
医
科
大
学
校
自
衛
官
候
補

看
護
学
生
…
10
月
15
日
㈯

○
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

…
10
月
29
日
㈯
、
30
日
㈰

○
防
衛
大
学
校
学
生
…
11
月
5
日

㈯
、
6
日
㈰

◎
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
21

歳
未
満
の
高
卒
の
人

※
見
込
み
の
人
を
含
む

◎
募
集
期
限　

9
月
30
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
‐
２
２
‐
８
１
９
９

　

昼
間
、
金
融
機
関
な
ど
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
夜
間
で
も
水
道
料
金
の

納
付
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
限
ま
で
に
お

支
払
い
い
た
だ
け
な
い
と
き

は
、
給
水
を
停
止
し
ま
す
。

●
開
設
日　

9
月
27
日
㈫

●
時
間　

21
時
ま
で

●
場
所　

水
道
局
業
務
課

☎
０
８
３
３
‐
７
１
‐
０
７
０
０

　

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

　

下
水
道
は
家
庭
な
ど
か
ら
出
る

汚
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
や
海
に

戻
す
こ
と
で
、
大
切
な
自
然
環
境

を
守
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

下
水
道
に
つ
い
て
考
え
、
次
の
こ

と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
下
水
道
供
用
開
始
区
域
（
下
水

道
が
使
用
で
き
る
区
域
）
内
で
接

続
が
ま
だ
の
人
は
、
排
水
設
備
工

事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
下
水
道
の
機
能
が
正
常
に
保
て

る
よ
う
、
食
器
に
残
っ
た
油
な
ど

は
、
ふ
き
取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し

ょ
う
。

○
台
所
か
ら
の
排
水
の
タ
メ
ま
す

に
は
油
分
が
浮
い
て
た
ま
り
ま

す
。
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
と
排
水

管
が
詰
ま
る
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
月
1
回
程
度
、
掃
除
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課
業
務
係

▲下水道マスコット
　「スイスイ」

　

９
月
は
船
員
労
働

　
　
　

安
全
衛
生
月
間
で
す

　
「
持
ち
越
さ
ず　

そ
の
都
度
改

善　

危
険
箇
所
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
官
民
一
体
で
船
員
の
災
害
と

疾
病
の
防
止
、
安
全
意
識
の
向
上

を
目
的
と
し
た
運
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

船
舶
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、

安
全
衛
生
に
注
意
し
た
航
行
や
作

業
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
中
国
運
輸
局
山
口
運
輸
支
局

☎
０
８
3
４
‐
2
１
‐
0
１
８
0
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エ
コ
ス
タ
イ
ル
セ
ミ
ナ
ー

　

市
と
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

協
議
会
が
協
働
で
、
環
境
問
題
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
（
見
学
会
）
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
14
日
㈮　

8
時
〜

17
時
30
分
（
7
時
50
分
集
合
）

●
集
合
場
所　

市
役
所

●
見
学
先　

安
岡
エ
コ
タ
ウ
ン

（
下
関
市
）、
長
州
産
業
㈱
（
山
陽

小
野
田
市
）

●
定
員　

20
人
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
移
動
の
た
め
、
申
し
込
み
多
数

　

心
肺
蘇
生
法
講
習
会

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

応
急
手
当
の
技
術
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

●
日
時　

9
月
17
日
㈯　

10
時
〜

12
時

●
場
所　

光
総
合
病
院

●
対
象　

小
学
生
以
上

●
内
容　

心
肺
蘇
生
法
の
基
本
手

技
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

●
受
講
料　

無
料

の
場
合
抽
選
）

●
参
加
費　

無
料
（
昼
食
代
は
実

費
負
担
）

●
申
込
方
法　

9
月
30
日
㈮
ま
で

に
環
境
政
策
課
環
境
政
策
係
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

　

生
涯
学
習
講
座

【
ひ
か
り
ま
な
び
応
援
セ
ミ
ナ
ー
】

●
日
時　

9
月
24
日
㈯　

13
時
30

分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

20
歳
以
上
の
人

●
演
題　

美
文
字
は
お
好
き
で
す

か
〜
短
時
間
で
美
し
い
文
字
を
書

く
コ
ツ
〜

●
講
師　

野
田
愛
虹
さ
ん
（
ペ
ン

字
講
師
）

●
受
講
料　

3
０
０
円
（
年
間
受

講
者
を
除
く
）

●
申
込
方
法　

９
月
23
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。問

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
３
‐
７
2
‐
3
４
４
7

　

パ
ソ
コ
ン
学
習
会　

【
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
レ
シ
ピ
を
見
る
】

●
日
時　

10
月
12
日
㈬　

13
時
30

分
〜
15
時
30
分

●
内
容　

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
調
理
レ

シ
ピ
を
見
る
方
法
を
学
ぶ

※
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
貸
し
出
し

ま
す
。

●
参
加
費　

1
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）　　

【
年
賀
状
作
成
】

●
日
時　

10
月
26
日
㈬　

13
時
30

分
〜
15
時
30
分

●
内
容　

ワ
ー
ド
を
使
っ
た
年
賀

状
作
成

●
参
加
費　

1
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

●
持
参
物　

パ
ソ
コ
ン

※
パ
ソ
コ
ン
の
貸
し
出
し
は
あ
り

ま
せ
ん
。　

　

◎
場
所　

地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー

◎
募
集
人
数　

先
着
8
人

◎
申
込
方
法　

9
月
14
日
㈬
以
降

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
３
４
４
７

●
申
込
方
法　

9
月
16
日
㈮
17
時

ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
光
総
合
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
０
０
０

光市役所代表番号　☎ 0833-72-1400　 http://www.city.hikari.lg.jp/

████ 

飼い主に守ってほしい５か条

1動物の習性を正しく理解し、最後まで
　責任を持って飼いましょう。
2人への危害や鳴き声などによる近隣へ
　の迷惑の発生を防ぎましょう。
3繁殖を望まない場合は、適切な処置を
　行いましょう。
4動物による感染症の知識を持ちましょ
　う。
5鑑札などを首輪に装着し、飼い主を明
　確にしましょう。

問環境政策課環境保全係
　☎ 0833-72-1400　

　動物を飼うことは、動物の命を預かる
ことでもあります。動物の飼い方におけ
るマナーとモラルをもう一度見つめ直し
てみましょう。

～市からのお願い～

○野良犬、野良猫には絶対にエサを与え
　ないでください。無責任なエサやりは、
　近隣の人たちに大変な迷惑となります。
○犬を飼い始めたら必ず市に登録し、年
　１回の狂犬病の予防注射を受けてくだ
　さい。

9月・10月は動物の飼い方

マナーアップ強化期間

着し、飼い主を明

絶対に サを与え
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ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

ひ
き
こ
も
り
で
悩
む
家
族
の
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

島
田
川
の
自
然
を

　
　
　
　
　
　
　

 

楽
し
も
う

【
ヨ
シ
原
っ
て
ど
ん
な
と
こ

　
　
　

  

ヨ
シ
原
わ
く
わ
く
探
検
】

●
日
時　

10
月
15
日
㈯　

13
時
〜

15
時

●
集
合
場
所　

勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー

●
内
容　

ヨ
シ
原
の
生
き
も
の
観

察
、
漂
着
物
の
学
習
、
ヨ
シ
刈
り

※
雨
天
時
は
室
内
で
環
境
学
習
会

を
開
催

●
募
集
人
数　

先
着
40
人
程
度

※
小
学
生
以
下
の
人
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要

●
参
加
費　

無
料

●
持
参
物　

飲
み
物
、
長
靴
（
滑

ら
な
い
履
物
）、
ス
コ
ッ
プ
、
バ

ケ
ツ

●
申
込
方
法　

10
月
3
日
㈪
ま

で
に
電
話
ま
た
は

（a15600@

pref.yam
aguchi.lg.jp

） 

で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
島
田
川
の
豊
か
な
流
域
づ
く

り
連
絡
会
議
事
務
局
（
県
自
然
保

護
課
内
）

☎
０
８
３
‐
9
３
３
‐
3
０
6
０

　

第
10
回

　
　
　

 

県
総
合
芸
術
文
化
祭

　

四
季
を
テ
ー
マ
に
日
本
舞
踊
、

邦
楽
と
ダ
ン
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
公

演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
20
日
㈰　

開
場
12

時
30
分
、
開
演
13
時

●
場
所　

山
口
市
民
会
館

●
入
場
料　

無
料
（
要
整
理
券
）

●
申
込
期
限　

10
月
31
日
㈪
（
消

印
有
効
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選

※
整
理
券
の
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
県

（http://

w
w
w
.p
ref.yam

ag
u
ch
i.

lg.jp/

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
県
総
合
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
（
県
文
化
振
興
課
内
）

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
６
１
０

℻
０
８
３
‐
9
３
3
‐
4
８
2
９

　

先
進
安
全
自
動
車（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）

　

の
展
示
・
試
乗
会

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
認
知
・
判
断
・

操
作
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム

を
搭
載
し
た
先
進
安
全
自
動
車
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

紙
芝
居
の
定
期
上
演

●
日
時　

9
月
17
日
㈯　

14
時
〜

15
時

●
場
所　

ゆ
ー
ぱ
ー
く
光

●
演
題　
「
顔
な
し
地
蔵
」（
塩
田
）

な
ど

●
観
覧
料　

無
料（
入
浴
は
有
料
）

※
山
口
ど
こ
で
も
紙
芝
居
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
同
時
開
催

問
光
紙
芝
居
（
末
岡
）

☎
０
８
０
‐
３
８
９
１
‐
８
９
４
０

　

周
南
3
市
災
害

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

災
害
発
生
時
に
、
被
災
地
や
被

災
者
の
支
援
が
行
え
る
よ
う
に
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
知
識

と
技
術
を
習
得
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

10
月
16
日
㈰　

10
時
30

分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

下
松
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
下
松
市
生
野
屋
南
一
丁
目

11
‐
１
）

※
あ
い
ぱ
ー
く
光
か
ら
の
送
迎
が

あ
り
ま
す
。

●
対
象　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
心
の
あ
る
人

●
募
集
人
数　

先
着
30
人

●
受
講
料　

2
０
0
円（
昼
食
代
）

●
申
込
方
法　

9
月
30
日
㈮
17
時

ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
そ
の
他　

動
き
や
す
い
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
８
３
３
‐
７
4
‐
3
０
2
０

●
日
時　

10
月
17
日
㈪
、28
日
㈮
、

11
月
11
日
㈮
、
25
日
㈮
、
12
月
9

日
㈮
（
全
5
回
）　

13
時
30
分
〜

16
時

●
場
所　

周
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
周
南
総
合
庁
舎
3
階
）

●
対
象　

ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で

い
る
家
族
（
事
前
に
面
接
相
談
を

行
い
、
参
加
の
可
否
を
判
断
）

※
ひ
き
こ
も
り
と
は
、
6
カ
月
以

上
学
校
や
職
場
に
行
か
ず
、
家
族

以
外
の
人
と
親
密
な
対
人
関
係
を

築
け
な
い
状
態
の
こ
と
で
す
。（
原

因
が
統
合
失
調
症
な
ど
の
精
神
疾

患
の
場
合
を
除
く
）

●
参
加
費　

１
０
０
円
／
回
（
菓

子
代
）

問
県
周
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
課
精
神
・
難
病
班

☎
０
８
３
４
‐
３
３
‐
６
４
２
４

●
日
時　

9
月
23
日
㈮　

15
時
30

分
〜
展
示
、
試
乗
会

※
15
時
か
ら
県
警
音
楽
隊
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
場
所　

光
自
動
車
学
校

●
参
加
費　

無
料

問
光
警
察
署
交
通
課

☎
０
８
３
3
‐
７
２
‐
０
１
1
０
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施設の
掲示板

◎
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

★
第
31
回
市
民
コ
ン
サ
ー
ト　

　

市
内
で
演
奏
活
動
を
し
て
い
る

皆
さ
ん
に
よ
る
音
楽
会
で
す
。
ピ

ア
ノ
、
マ
ン
ド
リ
ン
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
、
吹
奏
楽
な
ど
の
演
奏
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

9
月
18
日
㈰　

開
場
12

時
30
分
、
開
演
13
時

●
入
場
料　

無
料　

◎
9
月
25
日
ま
で
の
休
館
日

　

9
月
12
日
㈪
、
20
日
㈫

★
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

人
生
の
教
養
が
身
に
つ
く
名
言
集

　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
口
治
明
）

幕
末
三
百
藩　

古
写
真
で
見
る
最

後
の
姫
君
た
ち

　
　
　
　
　
（
歴
史
読
本
編
集
部
）

代
書
屋
ミ
ク
ラ　

す
ご
ろ
く
巡
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
崎
有
理
）

春
夏
秋
冬
、
子
ど
も
が
い
る
日
の

家
め
し
日
記　

闘
う
！
母
ご
は
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
田
ぷ
う
）

年
を
重
ね
る
た
び
に
美
し
く
幸
せ

に
な
る
女
性
（
ひ
と
）
の
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
元
由
美
）

テ
ー
マ
別
の
ビ
ブ
リ
オ
ト
ー
ク　

子
ど
も
の
読
書
は
「
量
よ
り
質
」

の
時
代
へ　
　
　
　
　
（
笹
倉
剛
）

【
児
童
書
】

あ
つ
く
て
あ
つ
く
て（
中
川
洋
典
）

は
ー
い
！
タ
ク
シ
ー

　
　
　
　
　
　
（
さ
く
ら
せ
か
い
）

お
化
け
の
迷
路　

幽
霊
の
学
校
を

ぬ
け
て
地
獄
の
迷
宮
へ

　
　
　
　
　
　
　
（
香
川
元
太
郎
）

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
だ
ん
め
ん

図
鑑
（
断
面
マ
ン
（
日
本
切
断
研

究
所
）
製
作
・
監
修
）

ロ
ケ
ッ
ト
じ
ど
う
は
ん
ば
い
き　

快
足
ス
プ
レ
ー
！　
（
山
口
タ
オ
）

四
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

（
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
）

世
の
中
へ
の
扉　

す
ご
い
ぞ
！
甲

子
園
の
大
記
録
（
講
談
社
／
編
）

世
界
一
の
三
人
き
ょ
う
だ
い

　
　
　
（
グ
ー
ド
ル
ン
・
メ
プ
ス
）

お
つ
か
い
お
ね
が
い
！
お
つ
か
い

く
ん　
　
　
　
（
鈴
木
の
り
た
け
）

調
べ
学
習
ナ
ビ　

新
聞
編

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
紫
苑
）

光市役所代表番号　☎ 0833-72-1400　 http://www.city.hikari.lg.jp/

████ 

子育てパパ・ママの
　　　リフレッシュ講習

簡単おやつクッキング

✿日時　10月4日㈫　10時30分～12時
✿場所　あいぱーく光　栄養実習室
✿対象　ファミサポ会員、未就学児子
　育て中のパパ、ママ
※ファミサポ協力会員の託児あり
　（要申し込み）
✿内容　クッキング（おふラスク、豆
　腐入りみたらし団子・きな粉団子）
　試食、座談会
✿講師　管理栄養士（子ども家庭課）
✿募集人数　15人
✿参加費　100円
✿持参物　エプロン、三角巾、タオル
✿申込方法　9月30日㈮までに、窓口、
　電話、FAX、 のいずれかでお申し
　込みください。
問ひかりファミリー・サポート・セ
　　ンター（あいぱーく光）　
　☎0833-74-3016、℻0833-74-3034
　 familysupport@city.hikari.lg.jp

　毎日頑張っているパパ・ママ。ほん
の少しお子さんと離れて、楽しい時間
を過ごしてみませんか。
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◎
入
館
料　

２
５
０
円
／
団
体

（
20
人
以
上
）
２
０
０
円
（
高
校

生
以
下
・
障
害
者
手
帳
持
参
の
人

と
介
護
者
１
人
は
無
料
）

◎
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）、
第
1
火
曜
日

★
室
積
秋
ま
つ
り
展

　

伝
統
あ
る
早
長
八
幡
宮
秋
ま
つ

り
に
ゆ
か
り
の
物
や
第
10
回
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
in
室
積
秋
ま
つ
り

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
会
期　

9
月
25
日
㈰
〜
10
月
10

日
㈷　

●
展
示
者　

室
積
山
車
保
存
会

◎
休
園
日　

第
２
・
第
４
水
曜
日

★
第
1
回
冠
山
山
野
草
展　

〜
山

野
草
盆
栽
と
書
画
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
〜

　

昨
年
度
ま
で
親
し
ま
れ
た
「
合

同
山
野
草
展
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
24
日
㈯
、
25
日
㈰

　

9
時
〜
17
時
（
25
日
は
16
時
ま

で
）

●
場
所　

研
修
室

※
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
人
の
中

か
ら
抽
選
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
差
し

上
げ
ま
す
。　

【
山
野
草
講
習
会
「
寄
せ
植
え
」】

●
日
時　

9
月
24
日
㈯　

13
時
30

分
〜

●
募
集　

10
人

●
受
講
料　

1
５
０
0
円

●
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
山
野
草
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
】

●
日
時　

９
月
25
日
㈰　

13
時
30

分
〜

★
秋
の
山
野
草
展

　

ひ
か
り
山
草
会
会
員
が
育
て
た

秋
の
山
野
草
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
1
日
㈯
、
2
日
㈰

　

9
時
〜
17
時
（
2
日
は
16
時
ま

で
）

●
場
所　

研
修
室

【
山
野
草
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
】

●
日
時　

10
月
2
日
㈰　

13
時
30

分
〜

★
ヨ
ガ
体
験
教
室
（
朝
食
付
き
）

●
日
時　

10
月
2
日
㈰　

8
時
〜

9
時
（
雨
天
中
止
）

●
集
合
場
所　

イ
ベ
ン
ト
広
場

●
講
師　

嶋
田
桂
子
さ
ん
（
ジ
ュ

ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ
）、
藤
井
千

絵
さ
ん
（
全
米
ヨ
ガ
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
募
集
人
数　

30
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選

●
参
加
費　

1
０
０
０
円
（
ヨ
ガ

の
み
参
加
5
０
0
円
）

●
持
参
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

（
動
き
や
す
い
服
装
）

●
申
込
方
法　

9
月
20
日
㈫
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 環境事業課　☎0833-72-1400
  http://www.city.hikari.lg.jp/kankyou/genryou/reuse.html

※ 18 歳以上の人が利用できます。（営利目的不可）
※ 8月 24 日現在の情報です。すでに交渉が成立している場
　合がありますのでご了承ください。

詳しくは
を見てね。Ｒeuse net Ｈikari

【譲ってほしいものの一部を紹介　【】内は登録番号】
【26】ベビーカー　　　
【27】チャイルドシート（新生児用）
【29】ベビーいす　　　　【30】プレイジム
【31】室内用すべり台　　【32】キャンピングホルダー

【譲りたいものの一部を紹介　【】内は登録番号】

【41】ダブルベッド　
【42】シングルベッド（フレームのみ）
【44】植木鉢
【46】卓球台（ラケット 2個付き）

【譲りたいものの一部を紹介　【】内は登録番号】

✿リユースキッズひかり
　育児用品や乳幼児用品は環境事業課でお預か
　りしています。

【46】バスソファ　　　
【55】だっこひも
【56】ハイローチェア

【43】ソファ【40】小型 2槽洗濯機

※上記以外にも、子供服や
絵本など多数お預かりして
います。
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（光市島田四丁目１４-１５）

ハングル語入門講座開講
光日韓親善協会では、ハングル（韓国）語入門講座
を10月から開設します。あなたも、ハングル語に
チャレンジしてみませんか。

■場所　地域づくり支援センター（市民ホール横）
■日時　毎週火曜日、19時から21時
■会費　入会金3,000円　月額1,000円
　　　　  （講座料無料、教材費、センター使用料などとして）
■対象　どなたでも参加できます

住所、氏名、電話番号をお知らせいただき、10/4㈫
19時に地域づくり支援センターにお越しください。
※場所および日時は変更となる場合があります。

☎兼FAX 
0833(72)5659 (大濱)

■申し込み・問合せ
    おおはま

10/4
開講
（火）

　
問徳山年金事務所お客様相談室　☎ 0834-31-2152

✿問合せ
●市民課年金・高齢者医療係
☎0833‐72‐1400
●消費生活センター
☎0833‐72‐5511

障害基礎年金制度について

　障害基礎年金は、病気やけがで障害が残ったとき、受給要件を満たすことで受け取ることがで
きます。障害基礎年金を受給できる人で、まだ受けていない人は、申請をしてください。
●主な受給要件
○国民年金加入期間中に病気などの初診日がある人、または年金制度に加入していない期間中に
　初診日がある 20 歳未満または日本在住で 60 歳以上 65 歳未満の人（老齢基礎年金を繰り上げ
　て受給している人は除く）
○障害認定日または 20 歳に達した日において、障害の状態が障害等級表の 1級または 2級に該
　当していること
※その他にも保険料の納付期間などの受給要件があります。詳しくは、お問い合わせください。

　SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）上での友達から「簡
単にもうかる」と副業を勧められています。注意することがありますか。

　友達の勧誘だからといって、安易にお金がもうかるなどという話
は信じないよう助言しました。

　SNS 上で副業を勧められたが契約前に「簡単でもうかる仕事」と
しか説明がなく、高額な契約金を支払った上、実際は大した収入に
ならず、相手と連絡が取れなくなったというケースもあります。

✿



10

発
行
・
光
市
政
策
企
画
部　
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７
４
３
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県
光
市
中
央
六
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広  報  紙  版

未来をひらく
　　　　光市の歴史文化

～近代に活躍した郷土の偉人～

【第4回】

光
み つ

村
む ら

弥
や

兵
へ

衛
え

（1827～1891）

光市が生んだ日本の海運の実力者

　市の歴史・文化をまとめた書籍『未来をひらく
光市の歴史文化』の一部をシリーズでお届けしま
す。近代という激動の時代を駆け抜けた郷土の偉
人の足跡をたどりながら、ふるさとへの理解や愛
着を深めてみませんか。

■構成　A4判カラー240頁
■販売場所　教育委員会、文化
　センター、伊藤公資料館
■販売価格　2,000円（税込）
問文化・社会教育課文化振興係
　（教育委員会）☎0833-74-3607

未来をひらく光市の歴史文化
ふるさとの歴史を学んでみませ

んか

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け

て
、
西
日
本
を
代
表
す
る

実
業
家
と
し
て
活
躍
し
た

光
村
弥
兵
衛
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

　

弥
兵
衛
は
、
１
８
２
７

（
文
政
10
）
年
、
光
井
村

で
水
木
源
右
衛
門
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

１
８
５
4
（
安
政
元
）

年
、
黒
船
の
来
航
を
聞
き

江
戸
に
向
か
っ
た
弥
兵
衛

は
、
長
州
藩
邸
の
隊
士
に

志
願
し
、
先
鋒
隊
に
加
わ

り
ま
す
。
そ
の
後
、
毛
利

家
の
上
屋
敷
に
出
入
り
す

る
業
者
と
な
っ
て
日
用
品

を
売
り
、
安
政
の
大
地
震

の
際
に
は
、
倒
壊
し
た
藩

邸
の
復
興
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
利
益
を
上
げ
る

な
ど
し
て
、
商
人
と
し
て

の
基
礎
を
築
き
ま
す
。

　

ま
た
、
１
８
６
３
（
文

久
3
）
年
に
は
、
伊
藤
博

文
を
含
む
「
長
州
フ
ァ
イ

ブ
」
の
渡
英
に
尽
力
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
神
戸
港
の

開
港
に
先
立
っ
て
神
戸

に
移
住
し
た
弥
兵
衛
は
、

１
８
６
９
（
明
治
2
）
年

に
廻
船
問
屋
の
長
門
屋
を

開
設
す
る
と
、
前
年
に
初

代
兵
庫
県
知
事
に
就
任
し

て
い
た
伊
藤
博
文
か
ら
、

兵
庫
港
回
船
商
社
の
責
任

者
に
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
・
神
戸
の

海
外
通
商
の
全
権
も
委
任

さ
れ
る
と
、
神
戸
を
中
心

に
西
日
本
に
定
期
航
路
を

開
き
、
郵
便
事
業
に
も
進

出
。
三
菱
財
閥
の
創
始
者

岩
崎
弥
太
郎
と
並
び
、「
西

の
光
村
弥
兵
衛
、
東
の
岩

崎
弥
太
郎
」
と
称
さ
れ
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
光
井
の
玉
泉
寺

と
冠
天
満
宮
に
は
、
弥
兵

衛
が
奉
納
し
た
各
一
対
の

大
き
な
天
水
桶
が
残
っ
て

い
ま
す
。
市
内
出
身
の
偉

人
ゆ
か
り
の
地
に
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　ふるさとを思う気持ちが強かった弥兵衛は、
玉振小学校（光井小学校）の新築費用をはじめ
多額の寄付を行ったといわれ、今でも市内にそ
の足跡が残っています。

11冠天満宮にある天水桶
　の側面には「光村彌兵
　衛」と記されています。
22『従六位光村弥兵衛傳』　
　（文化センター所蔵）

22
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